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前回4月11日発行のテクニカル分析において、「ＮＹ金は雲の上限も上昇していくなかで、雲から抜け出すことも難

しくなってくる。抜け出せたとしてもすぐに基準線が控えており、一気に上昇するのは難しそうだ。雲の上限または基

準線を越えられずに平均足が陰転したタイミングで戻り売りとなる。」と分析した。レポート記載後も上昇が続いた

が、基準線に近づいたところで平均足が陰転すると昨日1268ドルまで下落した。4月1日の安値を割り込んだこと、雲

の下に出てきたことでさらなる下落に注意したい。

週刊テクニカル分析

前号のおさらい：金の一目均衡表と平均足

前回のレポート

4月11日

CCIは、商品チャンネル指数(Commodity Channel Index)の略で、1980年にドナルド・ランバートが開発した指

標。その名の通り、商品取引で使われ始めたといわれているが、現在は株式や為替、債券の分析にも広く使われている

オシレーター系のテクニカル指標。CCIの計算式は以下の通り。

CCI = TP - MA(TP) / (0.015 * MA(乖離率))

TP=(高値 + 安値 + 終値) / 3

MA(TP)=TPのn本単純移動平均

MA(乖離率)=乖離率のn本単純移動平均

乖離率[i]=TP[i]とMA(TP)の差分（絶対値）

通常nは14がよく使われ、ラインは－100％と＋100％を使う。期間nは自分が適用したい銘柄の平均的なサイクル

を観察し、その3分の1の期間を指定することをランバートは勧めている。また、上下ラインのパーセンテージも変更す

る。

CCIの考え方の基本は、値動きには一定のサイクルがあるということをもとに、とくに商品の場合は、季節的な循環変

動が見られるという特徴がある。完全なサイクルが成立しているわけではないが、上下動のサイクルが相場で観察され

ることはよくあり、CCIはこのようなサイクルを前提として、商品価格や株価の売られすぎや買われすぎを判断する。

TOPICs CCI（商品チャンネル指数）とは
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東京金はCCIがマ

イナス100から切

り返してきており、

4月23日の4220

円が目先の底となり

そうだ。ここから0

ラインを超えて上昇

する場合にはトレン

ド転換となり上昇が

予測されるが、それ

までは下落トレンド

となる。

CCIがマイナス

100を上抜けたの

で、試しにまず買い

を入れるのも良いだ

ろう。その後ゼロラ

インを超えたときに

はトレンド転換とし

てさらなる上昇を期

待したい。

NY金はさらに下落か NY金

ＮＹ金は昨日、直

近安値を下回ったも

のの反転上昇して終

わった。

CCIがマイナス圏

にあるがマイナス

100の手前で持ち

こたえている。ここ

から上昇する可能性

はあるが、一旦マイ

ナス100を超えて

下落してからでない

と上昇は厳しいだろ

う。さらなる下落に

警戒したい。

東京金は一旦上昇するか 東京金

TOPICs 金市場を一目均衡表と平均足で見てみよう

転換線

基準線

転換線

基準線
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東京ガソリンは

プラス100ライン

を割り込むものの

すぐに転々上昇

し、高値を更新し

ている。ただし、

CCIの数値は下落し

ておりダイバー

ジェンスとなって

いるので、上昇ト

レンドも終わりを

迎えるだろう。再

びプラス100を割

り込んだ際には下

落となる可能性が

高いだろう。

東京白金はCCIが

マイナス100を上抜

けてきた。また、Ｎ

Ｙ白金も昨日の取引

でマイナス100を上

抜けてきており、買

いのチャンスだ。Ｎ

Ｙとほぼ同時にマイ

ナス100から切り返

してきたことでここ

からは上昇が予測さ

れる。

TOPICs 他市場はどうか

東京白金は上昇へ

東京ガソリン東京ガソリンは天井の可能性

東京白金

転換線

基準線

転換線

基準線
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ドル円はCCIがマ

イナス100から上

昇してきたものの

ゼロライン付近で

足踏みし膠着して

いる。ゼロライン

よりも上にあるの

で上昇基調は続い

ているものと思わ

れる。だがゼロラ

インを下回った場

合には下落トレン

ドとなることに注

意したい。
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今週はCCI（商品チャンネル指数）を利用し分析した。

金市場はＮＹがまだ下落余地があるなかで、東京市場はマイナス100を上抜けしてきた。ＮＹと東京の足並みが揃う

までは、東京金は下落に警戒したい。

東京白金はマイナス100を上抜けしてきた。ＮＹも同様にマイナス100を上抜けしており、白金は一旦底を打ったと

言えるだろう。

東京ガソリンはプラス100ラインの攻防となっているが、ＣＣＩの数値は下がってきており、ダイバージェンスが確

認できることから下落に注意したい。

ドル円はCCIがプラス圏にあり一応上昇基調だと言える。マイナス圏になった場合には下落となることに警戒した

い。

今後の予想

ドル円
ドル円は上昇が継続か

転換線

基準線
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